
日
嗣
積
の
渇
圃
m
鎗
年
保
よ
り
視
は
も
h
白
菌
、
縦
揺
及
線
稽
の
歩
合
に
鉱
ぎ
て

縞
稲
の
蓮
績
越
年
株
よ
り
現
は
る
h

白
苗
、

稲
及
緑
稲
の
'歩
合
に
就
き
て

二
九
O

縞
久

企圭~

刀之

批

て
緒

言

轟
に
電
線
簿
士
等
は
小
人
正
・
丸
年
及
同
七
年
に
純
系
訓
脚
力
種
よ
h

り
突
然
出
度
せ
し
繍
柏
を
始
源
さ
し
て
.
大
正
十
年
迄
惨
年
ベ
ヂ
グ
u
J
1
栽

、，

培
を
な
し
敏
多
の
系
統
令
作

0
.
其
稿
聞
の
分
離
遺
憾
捌
係
令
調
貸
し
詳
細
じ
紺
脅
さ
九
た
り
。

ο其
結
果
稿
稲
そ
繁
首
唱
す
れ
ば
其
究
世
代

は
金
邸
縞
柏
さ
な
る
ニ
さ
な
く
臼
筒
・
縞
栢
及
紘
梢
を
生
?
.
而
し
て
白
抜
聞
は
M
T
〈
死
す
。
締
拍
ー
の
失
世
代
は
蹄
稲
り
A

リ
ケ
生
じ
て
同
定
す

礼
会
も
縞
柄

ω次
世
代
は
白
苗
.
縮
稲
及
締
拍

ω-一
一
型
令
生
?
る
こ
さ
前
世
代
の
繍
稲
さ
同
じ
。
以
後
漣
年
同
一
現
象
や
繰
の
返
す
。
.
而
し
i

て
蓮
苧
ベ

ヂ

Y
9
1哉
培
々
与
す
も
輔
稲
の
み
そ
生
?
る
系
統
文
縞
棺
さ
白
苗

ωみ
や
生
?
る
烹
統
h
z
作
る
簡
は
?
し
て
‘
必
?
若
干
%
の
e

級
制
閉
そ
生
ヂ
る
こ
さ
々
蓮
べ
ら
れ

khv。

縞
稲
の
次
世
代
に
は
三
型
を
生
?
れ
き
色
白
紘
聞
は
一
寸
内
外
じ
伸
長
す
る
や
直
ち
に
柏
.
先
す
。
こ
れ
縞
稲
山
昌
明
生
原
因
は
卵
細
胞
の
肢
外

心
あ
る
基
礎
物
質

ω有
色
煙

4
y
。
従
っ
て
メ
シ
ダ
戸
則
に
維
は
?
官
級
崩
よ
り
偶
然
心
殺
生
す
。
其
他
縞
柏
は
一
代

ωみ
じ
て
安
世
代
に
遺
憾
せ

5
4
9場
合
あ
り
。
不
特

〔

C
V円
O
R
m
E》刷
》

V
C
M，h
w

ヨ〉

に
起
れ
る
聾
呉

q
s
z
a
o
E
Z
E
Z
H
G
じ
基
因
す
る
h
の
に
し
て
畳
換
の
遺
憾
じ
非

閉
じ
も
縞
拍
な
生
?
こ
ま
あ

0
‘
戒
は
雑
種
に
伶
ひ
て
繍
稲
に
於
て
見
る
州
く
同
じ
く
白
菌
金
生
?
る
こ
さ
め
り
。
ハ
文
献
ハ
一

)aeMm)



よ
り

τ著
者
は
右
の
賞
雌
の
強
調
守
回
し
て
次
の
賞
臓
を
行
へ

0
0
而
し
て
表
記
櫨
銅
賞
雌
中
な
る
も
現
在
ま
で
の
結
果
そ
取
組
め
・
報
告
せ

ん
ざ
す
。

品
【
甲
い
縞
稲
を
ば
連
年
越
年
せ
し
め

τ其
抹
よ
り
生
?
る
穂
に
つ
き
た
る
種
子
令
矯
き
付

u
t生
歩
る
次
世
品
川
の
稲
の
中
に
年
々
一
穂
子
%
の
白

子
.
縞
椅
及
緯
稲
L
1
俊
ル
止
す
る
か
な
調
資
し
て
年
に
よ
の
て
其
の
一
一
一
型

ω歩
合
は
聾
化
す
る
や
否
ゃ
を
決
定
せ
り
。

〈
乙
縞
楢
よ
h

り
分
離
し
て
出
で
し
締
稲
令
ば
連
年
組
年
せ
し
め

τ其
線
よ
り
生

ψ
る
種
子
を
毎
年
矯
き
つ
け
以
て
常
に
白
苗
.
綿
椙
及
総
栢

を
生
ヂ
る
こ
さ
無
き
や
或
は
年
に
よ
h
り
て
白
歯
・
稿
柏
ケ
生
?
る
こ
さ
あ
り
ゃ
を
決
定
せ
h
v
u

〈
丙
)
輔
稲
セ
ば
連
年
越
年
せ
し
め
て
其
抹
よ
り
生
A
Y
る
葉
再
及
穏
じ
は
連
年
同
じ
く
績
を
生
守
る
や
成
は
年
に
よ
り
て
縞
な
現
き

5
る
か
を

決
定
せ
り
。

〈
丁
)
右
さ
岡
織
じ
締
踏
の
連
年
越
年
株
よ
り
生
?
る
燦
・
凶
作
及
徳
山
い
は
毎
年
常
に
縞
'
佐
渡
現
す
る
ニ
さ
無
き
や
否
や
を
決
定
せ
の
。

京
宣
験
じ
用
ひ
し
H
M
料
は
品
開
h

リ
種
よ
り
民
じ
た
る
縞
柑
認
と
ど
と
と
ω三
及
芝
ど
之
之
ζ
ミ
ω並
に
之
よ
り
析
出
せ
る
蹄
陪
じ
し
て
大

正
十
四
年
に
母
本
ぞ
選
出
し
て
試
験
に
着
手
せ
h
v
、
越
年
法
は
徐
な
ポ
ッ
ト
に
移
し

τ温
室
内
に
置

σり
。
詳
細
は
各
賞
験
じ
就

τ遁
べ
ん
。

二
、
鼠
斜
に
つ
き
て
の
記
載

縞
稲
山
と
と
ど
と
と
ど
-

は
太
正
五
年
紳
力
の
純
系
中
よ
り
出
現
し
た
る
も

ωじ
し
て
縁
稲
に
出
し
て
停
が
.
坦
か
く
一
徳
的
粒
数
少
し
。

厳
年
連
繍
し
て
純
系
繁
植
を
な
し
た
る
に
滋
年
自
白
.
縞
柏
、
及
総
指
を
生
じ
た
り
。
此
系
統
令
三
株
主
選
出
し
て
漆
績
越
年
せ
し
め
其
年

々
の
純
物
及
究
世
代
の
植
物
を
調
資
せ
り
。
右
の
繍
柏
よ
り
析
出
し
た
る
様
相
を
も
同
時
ζ
母
本
さ
し
て
一
一
一
株
宛
取
出
せ
の
。

縞
掴
帽
の
遺
脱
届
瞳
年
際
よ
り
現
は
る
主
白
首
・
縞
岨
桐
品
川
鎌
掛
帽
の
舟
合
に
銃
ぎ
て

二
九



縞
楢
の
漣
鰍
越
年
除
よ
り
現
は
る
h
自
首
.
縞
織
及
品
開
稲
の
愛
ロ
に
就
寺
、
て

二
九
二

ポ
ッ
ト
に
被
へ
た
る
量
じ

τは
出
穂
結
賓
が
異
常
を
呈
し
て
正
確
の
結
果
を
切
る
能
以
少
。
よ
h
v
て
M
W
年
一
ハ
鳳
に
其
休
h
z
株
分
け
さ
な
し

て
圃
場
に
移
被
哉
培
し
て
其
出
穂
結
貨
を
正
常
の
蹴
憩
じ
置
き

τ調
貸
せ

hv。

は
大
正
七
年
神
力
種
中
よ
h
H

出
現
せ
る
縞
稲
の
子
孫
じ
し
て
前
者
吉
岡
樺
己
停
は
短
か
〈
、
分
襲
は
小
、
性
教

は
少
〈
枇
多
く
、
裁
培

ω償
値
な
し
。
而
し

τ三
型
に
A
T
離
す
。
此
の
系
統
の
縞
稲
及
緯
稲
を
夫
々
一
ほ
本
さ
し
三
株
宛
取
出
せ
り
d

縞
宿
泊
、
川
山
KE---K
と
ω

近
縁
樽
士
等
，
か
ペ
ヂ
グ

9
1裁
培
h
z
行
ひ
た
る
結
果
b
q
遊
じ
掲
・
げ
て
三
型

ω分
離
比
を
見
れ
ば
次
の
加
し
。

減

l
掛

罫
部
山
句
、
h

也市.、.田
I
捗
謀
。
叫
露
摺

.， 
吉官怠長

‘、b。、、z旬号.， . 
司‘~bb、。、ze、.。， . 

司~炉ー、唾、 、、

~ ~ 伊。国a ~ 、白、--
E 

. 白。晶、竜
串。5S3 通史

鴎

一
室長

串~ Z •• J0 6 

戸、足

官訟

一
言書

と0> 
。。

σB hえ

強

一
ニ
、
賞

験

北

情
著
者
は
活
様
博
士
の
下
に
於
て
太
正
十
何
年
十
月
大
原
農
業
研
究
所
闘
場
に
て
議
培
せ
し
縞
隅
及
夫
よ
り
協
同
出
せ
し
締
帽
を
試
料
ざ
し

そ
三
株
宛
任
怠
に
取
出
し
母
本
さ
な
し
ポ
ッ
ト
じ
移
横
せ
り
。

縞

陪

mwB31】
E
E
-
-
パ
1
1
1
1輔
勉
押
さ
株

1

・
/
縁
喝
さ
妹



縞

稲

問
、
ど
と
ζ
と
と

p
i
l
l
-
-鎌一一一抹

/
働
働
時
三
抹

お
の
試
料
品
官
ポ
ッ
ト
に
移
峠
慨
す
る
さ
同
時
に
温
室
内
じ
mm停
し
‘
十
同
下
旬
に
及
び
穂
の
熟
す
る
を
待
ち
て
綾
部
よ
り
上
枕
三
寸
の
遜
h
v

ι佐
川
凶
断
レ
嗣
恨

ω枯
死
せ
ぎ
る
捷
計

μ
り
。
其

ω植
物
的
特
性
調
査
を
行
ひ
て
田
村
及
徳
川
町
具
備
ゼ
ゐ
数
虚
的
諸
形
質
セ
調
資
せ
り
。
描
憾
の
開
米

は
翌
年
五
月
苗
代
に
播
種
し
白
苗
を
調
売
し
更
に
岡
揚
に
移
植
し
て
以
て
繍
株
及
締
株
の
分
離
を
調
査
せ
り
。
以
後
閉
じ
き
方
法
に
で
織
物

h
q
調
売
し
籾
米
は
霊
存
に
矯
き
て
繁
値
し
た
り
。

一
方
温
室

ωポ
ッ
ト
に
残
せ
し
株
は
越
年
せ
し
め
て
六
月
に
至
り
姻
袋
に
出
す
。
此
の
際
株
の
除
。
大
な
る
も
の
は
体
分
を
わ
惜
し
た

0
。

株
分
の
た
め
敏
株
じ
な

O
た
る
も
の
は
十
月
温
室
に
入
る
L
際
は
二
株
セ
採
る
。
園
地
割
に
於
け
る
越
年
株

ω生
背
中
は
崎
川
ザ
有
無
を
詳
に
観E

察
し
夏
じ
十
日
じ
至
。
て
温
室
に
入
れ
た
hv。
温
室
に
入
れ
た
る
も
の
は
前
年
暖
の
矧
〈
翌
年
六
月
ま
で
保
存
し
夏
じ
岡
場
に
出
す
0
・
以
下

同
様

ω方
法
そ
繰
ね
返
し
た
り
。
其
の
調
資
せ
し
結
果
そ
究
山
第
二
表
心
示
す
。

以
酬
い
開

融
難
属
新
薬
L

打
。
島
氏
h
v
v
E
民
d

議
骨
神
'
繋
葬
泊
V
油
輸
ゆ

叫

甜

胤

町

相

思

聞

片
岡
，
寸
凶
防
相

= ~ 

主t

II 

f古

週

主t

l
 
l
 
!
 十首

= 
ロ国

主f

国

+首

む
什
恩
由
、
悔
恨
h

一

一

一

一

一

一

審

一
崎
市
」
ゆ
い
M

」
川
い
清
一
川
同
ゆ
広
民
団
日

一
相
主
将
一
議
一
紘
一
鴻
一
望
綿
一
鴻
一
塁
塾
譲
一
塁
紘
一理
時
一
巡

回
、
起
訴
計
七
判
封
引
配
可
司
幻
可
到
一
一
軒
当
恥
可
一直
明

f手

2本

司

P
E回目可

総
績
の
遁
鍬
越
年
保
よ
り
酬
明
は
る
h
向
雷
、
縞
掴
桐
及
絵
絹
の
歩
合
に
斌
ぎ
て

二
九
三



縞
稲
の
渇
鎖
越
年
妹
よ
司
現
は
る
h
白
首
.
時
執
稲
市
、
級
舗
の
歩
合
に
聡
き
て

二
九
四
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右
表
に
鵠
け
し
結
果
令
見
る
に
縞
株

ω漣
績
越
年
抹
よ
り
は
悌
年
白
菌
、
縞
株
及
総
株
を
後
生
せ
の
。
年
じ
よ
り
て
其
の
三
型
の
分
離
歩

合
は
多
少
差
奨
あ
れ
き
も
極
端
怠
る
雌
変
化
な
し
‘
何
れ
も
白
首
歩
合
最
大
に
し

τ緑
抹
歩
合
最
小
な
り
。
(
昭
和
四
年
の
第
四
代
調
貸
は
圃
場

に
於
げ
る
縞
株
調
資
行
は
.
き
り
し
温
め
縞
株
.
絡
妹

ω数
を
合
同
に
て
示
せ
り
)

縞
描
よ
り
析
出
せ
し
蹄
株

ω越
年
株
よ
り
は
M

昨
年
総
株

ωみ
を
後
生
し
縞
株
は
何
れ
じ
も
現
れ
4
r
.
只
喧
喧
ω三
三
百
九
回
緯
越
年
株
高
市

代
に
於
て
極
め
て
僅
か
の
白
苗
や
護
生
し
た
り
。

最
初
母
本
は
三
株
宛
取
出
し
た
る
も
中
途
に
於
て
枯
死
其
他
の
-
鶴
め
貰
輸
櫨
鯛
不
可
随
さ
広

O
し
た
め
各
系
統
ほ
-
一
抹
の
結
巣
な
示
せ
る

わ
ゆ

h
v
o

賓

駐

其

右
の
賞
験
を
繰
の
返
さ
ん
目
的
に
て
夏
じ
木
正
十
五
年
産
の
庄
記
の
試
料
じ
っ
き
て
賞
雌
金
な
す
。

足
立
ど
と
と
ど
』
パ
i
l
l
-輔

/
/
 /
/
絡

縞

栢

抹株



縞

描

ご
ざ
ミ
-
H
v
q
l
i稽

宅
/
陣

妹株

母
本
そ
園
出
宮
よ
り
堀
h
v
採
O
ポ
ッ
ト
に
移
航
し
渇
室
に
入
れ
た
h
"
。
然
る
島
賓
職
中
途
じ
至
。
て
株
の
枯
死
消
漉
せ
る
も
の
あ
り
て
管
職

櫨
捜
し
得
た
り
し
系
統
は
一
系
の
み
な
h
o

繁
循
及
葉
他

ω方
沖
明
観
・
績
は
阿
れ
h
賓
験
其
一
の
場
合
さ
相
同
じ
c
其
結
岡
市
は
失
の
第
三
表
の
切
し
。

四
稲
川
刷
用
融
強
健
骨
骨
#
ι
w
e
畠
-
H
h
v
r
p
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第
三
衰
の
結
呆
に
依
れ
ば
輔
越
年
株
よ
り
は
M
W
年
白
箇
・
縞
抹
及
紘
株
の
三
型
の
栢
そ
分
離
健
生
す
o
其
の
一
一
一
型
の
割
合
は
年
に
よ
り

τ

多
少
の
差
異
あ
れ
き
も
何
れ
ム
白
箇
歩
合
最
大
に
し
T
締
保
歩
合
最
小
な
り
。
第
二
表
の
結
果
さ
相
等
し
。

緑
越
年
株
は
第
二
代
じ
於
て
極
め
て
俄
少
の
白
荷
を
生
じ
た
り
。
其
他
は
何
れ
も
銅
定
し
蹄
株
の
み

-gw民
出
場
せ
り
。

四
、
来

統

圃

表

続
臓
の
漣
傾
越
年
隊
よ
り
現
は
る
も
お
白
箇
、
縞
穏
仙
川
線
稲
の
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